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以下の箇所につきまして間違いがありました。訂正してお詫び申し上げます。
（お手元の書籍の刷数によって、既に訂正済みの場合がございます。刷数は奥付に記載しております）

（1刷〜6刷）

頁 行 誤 正

94 図

94

第6幕　免疫はどうして自分を攻撃しないのか？　前編

scene

6.1 免疫担当細胞の生い立ち
免疫応答で大活躍のヘルパーT細胞や、細胞傷害性T細胞たちですが、
彼らは、もともとはどこで生まれ、そしてどのように育ってきたのでしょ
うか。
T細胞も、B細胞も、はたまた樹状細胞やマクロファージも、すべてたっ

た 1種類の「造血幹細胞」という先祖細胞から生まれます。すなわち造血
幹細胞が 2倍 2 倍に分裂して増殖した細胞たちが、やがてT細胞や B細
胞やマクロファージなどに成長していきます。
そもそも造血幹細胞は、「骨髄」と呼ばれる、文字どおり「骨の髄（中身）」
にいますが、造血幹細胞が分裂してできた「未熟リンパ球」という細胞は、
血液中を流れ、そして心臓の前にある「胸腺」と呼ばれる臓器にたどり着
き「未熟T細胞」となります。その 密室 のような臓器の中で、未熟
T細胞は「自己」と「非自己」を区別できる一人前の成熟T細胞になり
ます。

●免疫担当細胞たちの生い立ち
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セレクション 成熟T細胞
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▶B 細胞は骨髄で途中まで成熟し、T 細胞は胸腺で完全に成熟する。

（修正理由）
骨髄を出る段階のB細胞はまだ成熟しきっていないため、「B細胞は骨髄で途中まで成熟し、T細胞は胸腺で完全に成
熟する」という説明文を追加し、図を修正しました。
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第2部　「自己」と「非自己」のからくり

免疫劇場 乳脂肪のアポクリン分泌と
IgAのトランスサイトーシス
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いってくるぜい
！

脂肪滴

＊　ちょっと詳しく： ンイカモケるす躍活もでここ ～ IgA を分泌するB細胞を呼び寄
せる

細胞が細胞を呼び寄せる分子「ケモカイン」を覚えていますか（p.22）。ある細胞があ
る種のケモカインを放出すると、そのケモカインと相性の合う（特異的に結合する）受
容体をもった細胞が引き寄せられます。
たとえば、授乳中のマウスの乳腺の上皮細胞は、CCL28 というケモカインをたくさん
放出します。一方、IgA を分泌する母親マウスの B細胞は、CCL28 と相性のよいケモ
カイン受容体（CCR10）をもっているので、IgA を分泌する B細胞は授乳中の乳腺に
集まりやすくなるというわけです（J Exp Med. 2004 ; 200 : 805.）。それは、とても理に
かなった生命現象といえます。
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分泌成分を指す矢印の位置

（1～ 2刷）

頁 行 誤 正

87
92

161

9行目と図
8行目

下から7行目，2行目

C9複合体 膜侵襲複合体

（1刷）

頁 行 誤 正

162 下の表 IgG（もしくは）IgMクラスの抗体 IgG（もしくは IgM）クラスの抗体

169 図
左上の引出線の用語

Fcε受容体 Ⅰ型Fcε受容体

189 2行目 日本語訳のほうが言語よりも 日本語訳のほうが原語よりも

255 8行目 リンパ球の機能の解明（p.248） リンパ球の機能の解明（p.241）

9行目 遺伝子再編成の発見（p.75） 遺伝子再編成の発見（p.73）

最終行 す（p.68）。 す（p.70）。


